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花園みたいにまつてゐる。

祭みたいにまつてゐる。

明日がみんなをまつてゐる。




草の芽

あめ牛、てんと虫。

明日はみんなをまつてゐる。




明日はさなぎが蝶てふになる。

明日はつぼみが花になる。

明日は卵がひなになる。




明日はみんなをまつてゐる。

泉のやうにわいてゐる。

らんぷのやうに点ともつてる。
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